
肥育牛の“ビタミンAコントロール”
－当場で繋養した肥育牛の血中ビタミンA濃度の測定成績からの考察－

　１．はじめに

　島根県が実施する種雄牛産肉能力後代検定は、平成１０年度から「現場後代検定法」
へ移行しました。これに伴い、当場においては従来の間接検定法を引く継ぐかたちで、
去勢牛８頭を１群とした「畜試検定」を行っています。現在、県有種雄牛から生産され
た１７組の後代牛の肥育検定が終了したところです。
　一方、フィールドにおける肥育技術の向上を目指し、これまでに、この技術レポート
をはじめ様々な機会を通じて、「肥育牛の血中ビタミンＡ濃度の推移と肉質の関係」や
「血中ビタミンＡ濃度コントロールのめやす」を紹介し、肥育技術の向上に役立ててい
ただいているところです。
　今回は、最近の畜試検定牛の血中ビタミンＡ濃度測定成績から、その肥育期間中の推
移を分析し、ビタミンＡコントロールの方法について考察しましたので、その留意点と
ともに紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１６年７月１５日
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　コントロールミス（？）でビタミンＡが過度に欠乏した状態の肥育牛の後肢
　　　　　（※飛節部周囲の腫脹を認める）
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４．肥育牛とビタミンＡの関係は？

（１）導入時（８か月齢）
　　導入時のストレス対策および導入牛の血中ビタミンＡ濃度を揃える目的で、導入後すぐ
に市販のビタミンＡＤ3Ｅ製剤(ビタミンＡとしては100万IU/頭)を経口投与します。
（２）肥育前～中期（８～１７か月齢）
　　17か月齢をメドに、血中ビタミンＡ濃度をコントロール域(30～50IU/dl)に低下させるた
め、ビタミン製剤の投与を原則的に中断します。ただし、実際には17か月齢よりも２，３
か月早く欠乏症状が見られ始める場合が多かったため、最近では12か月齢に25万IU/頭のビ
タミンＡ製剤を経口投与します。
（３）肥育中～後期（１７か月齢～)
　　血中ビタミンＡ濃度をコントロール域(30～50IU/dl)で維持するため、出荷前まで4週毎
の体重測定に併せて、毎回10～20万IU/頭のビタミンＡ製剤を経口投与します。
　※なお、畜試検定牛の血中ビタミンＡ濃度の推移は、下図に示したとおりです。

　２．肥育全期間における留意事項
　肥育全期間を通じて、給与する粗飼料および濃厚飼料の品質は、良好な肥育成績を得るた
めの重要なポイントです。
　当場では、粗飼料は、ビタミンＡの前駆物質であるβ－カロチンがほとんど含まれていな
いバミューダストローを用いています。また、濃厚飼料は、ビタミンＡが全く添加されてい
ない市販の配合飼料を用いています。このような飼料は、ビタミンＡコントロールが行いや
すく、推奨できます。ただし、β－カロチンを豊富に含む乾草を給与せざるを得ない場合や、
利用可能な濃厚飼料中にビタミンＡが添加されている場合には、飼料から供給されるビタミ
ンＡ量を計算した上で、ビタミンＡの投与プログラムの作成が必要になります。

　３．肥育ステージ別のコントロールの実際（島根畜試での方法）

　実際に上記のコントロール方法で、肥育管
理を行った結果、確認された特徴的な事柄を
列挙します。
（１）ビタミンを制限すると、血中ビタミン
Ａ濃度は直線的（１ヶ月に10IU/dl程度）に低
下します。
（２）血中ビタミンＡ濃度がコントロール域
以下に低下すると、採食量の低下や膝および
飛節周辺の腫れといった症状が見られ、牛は
自ら欠乏している信号を発します。
（３）コントロール域に低下した後は、
4,000IU/日程度のビタミンＡの投与で概ね血
中ビタミンＡ濃度は維持されます。

５．おわりに

　飼料からのビタミンＡ摂取量は、①粗飼料のβ－カロチン含量のばらつきが大きいこと、
②各個体の採食量が正確につかめないことから、把握が困難です。したがって、ビタミン
Ａコントロールは、臨床症状を注意深く観察しながら、市販の製剤を用いて行うことが実
用的です。血中ビタミンＡ濃度は上昇させることは簡単ですが、低下させるには長期間を
要します。したがって、投与間隔はできる限り短い方がベターで、最大で２ヶ月に１回程
度が目安です。また、ビタミンＡの投与量は、肥育後半では１回あたり30万IU以下にする
のが一般的で、推奨できる方法です。このようなコントロールを行った当場の検定牛の血
中ビタミンＡ濃度を測定した結果から、本法の実用性を確認しています。詳細は、担当Ｇ
までお問い合わせ下さい。


